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Abstract 
The purpose of this study was to clarify some points of an active learning class in theory of sports product 
and to try to build an effective active learning theory using them. SCAT which is one of qualitative 
studies was used for the research method. In the active learning class, students made a new sports which 
nobody had played. In this study, following two points were clarified. First, students began to recognize 
the importance of the active learning class. Secondly, they felt that their level of comprehension of theory 
in sports product was improved by the active learning class activities. 
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研究の背景  
スポーツの多様化が進むにつれ、教育、趣
味や娯楽、健康、地域コミュニティの再生等、
スポーツが従来から果たしてきた役割に加え、
情報、広告、食品、観光、住宅、保育等々、
その役割は人々の想像を超えて拡大している。
そのような社会的変化に対応するべく、従来
の体育学部に経営学の要素を組み込んだ学部
や学科、あるいは経営学部にスポーツの要素
を組み込んだ学部や学科は少なくない。  
 こういった学部では何を学ばせ、そしてど
のような人材を輩出しようとしているのだろ
うか。プロスポーツチームや大手広告代理店、
マスコミ等でスポーツビジネスに関わりたい
と望む学生は少なくない。しかし、こういっ
た分野で活躍できる人材はごく僅かというの
が実情である。座学だけでは、現場で活躍で
きる即戦力を育成することは難しい。  
「就職白書 2016―インターシップ編―」によ
れば、2016 年に卒業した学生（N＝2146）の
39.9％がインターシップに参加しており、前
年よりも 13 ポイント増加していた１ ）。イン
ターンシップを活用する学生が増加傾向にあ
るという現実は、学生が実践的な学びを欲し
ていることを意味するものでもあるだろう。  
 スポーツインストラクターやコーチといっ
た分野の仕事は、専門の大学、専門学校など
が長年にわたり人材を育成してきたため、育
成プロセスの完成度は低くない。一方で、イ
ンターネット事業、放送事業、イベント運営
事業、観光業、スポーツエージェント事業と
いった分野で活躍する人材の育成については、
前者に比べて十分に確立されてはいない。  
 日本社会が必ずしも即戦力を求めていない
風潮は否めないが、高等教育機関として実践
力や適応力のある人材を育成するために、ど
のような授業を展開するべきかについては、
一考の余地があるだろう。アクティブラーニ
ングという言葉が声高に叫ばれる昨今だけに、
どのようなプロセスで学び方を構築すること
が最善であるのかについて、ひとつの事例を
提示する社会的な意義は高いだろう。  
 
研究の目的  
本研究の目的は、自らが考え、協働し、そ
して実践、改善と進む能動的学習を取り入れ
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た授業を実施することによって、学生のスポ
ーツ用品に関する知識や学習への取り組みに
どのような影響を与えたのかについて、授業
中に提出されたレポート内容を読み取りなが
ら、キーワードの抽出や授業展開の方法を構
築することにある。  
経営学における商品論は、商品の定義や構
成要素といった基本的な知識の習得が求めら
れているだけでなく、ブランディングやマー
ケティングといった項目についても学習する
必要がある。その点に加え、静岡産業大学に
おいては 2 年次配置科目であることを考慮す
れば、座学を中心とした授業構成が一般的で
あろう。  
一方で、学習した知識は、知っているだけ
でなく、それらを活用してこそ意味がある。
そこで今回は、スポーツに関わる用品（サー
ビスを含む）を企画・製作・実施・改善とい
う一連のプロセスに落とし込み、実際に体験
させることによって履修した学生にどのよう
な影響を与えていたのかについて考察し、理
論化を試みた。具体的には、授業時に提出さ
れたレポートの記述を読み取り、ポイントと
なる要素の抽出を試み、それらを組み合わせ
て概念化していくというものである。  
 
研究の方法  
 学生が作成した課題レポートに記述された
テキスト内容について、質的研究方法の 1 つ
SCAT を用いて分析を試みた。SCAT（Steps 
for Coding and Theorization）は大谷によっ
て開発された分析方法であり、「比較的小規模
の質的データの分析にも有効である。また、
明示的で定式的な手続きを有するため、初学
者にも着手しやすい。」２ ）とされる。  
具体的には、マトリクスの中にセグメント
化したデータを記述し、以下に示した四つの
ステップでテキストの抽象度を高め、テーマ
の構成概念（コード）を作成し、最終的にス
トーリーラインおよび理論を構成する方法で
ある。  
 
SCAT の手順２ ）  
1. <Step1>データの中の着目すべき語句を
記入  
2. <Step2>それを言い換えるためのデータ
外の語句を記入  
3. <Step3>それを説明するための語句を記
入  
4. <Step4>そこから浮き上がるテーマ・構
成概念を記入  
5. 疑問・課題を記入する  
6. ストーリーラインの作成  
7. 理論記述の作成  
 
スポーツ用品論の授業概要  
履修人数は 22 名（前期は 77 名）。授業の
シラバスは以下に示した通りである。  
「スポーツ用品の国内市場は、今や 1 兆 3000
億円を超える市場に成長した。ウェアやシュ
ーズに代表されるスポーツ用品は、する、み
る、支えるといったスポーツと人々の関係に
おいても、重要な役割を担う存在となった。
本講義においては、スポーツ用品（以下スポ
ーツプロダクト）を考えるに際しての基本的
な知識やスキルを解説していくものである。
特にスポーツプロダクトについての構造、サ
ービスや技術進化との関係を概観し、市場で
の展開に伴い、どういったプロモーションや
ブランディングを行うことが適切であるのか
について、事例などを参考にしながら考えて
いく。また、知識の習得だけでなく、実際に
スポーツに関する新製品の開発を実施しなが
らそのプロセスを体験していく。」  
新製品開発（今回は新しいスポーツの開
発：以下ニュースポーツ）にあたっては、ア
イデアの作り方、技術革新とスポーツの発展
（分岐型進化商品、系統型進化商品、適応型
商品、変異型商品）、遊びに関する定義や代表
的理論などを説明し、その上で課題に取り組
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ませている。課題設定から評価に至る一連の
流れは、松田らが示した「PBL における教員
と学習者の活動プロセス」（図 1）を参考にし
た３ ）  。  
Presentation は学習者の発表となるが、今
回の場合は開発したニュースポーツの実施と
なる。Evaluation は学習者の経験についての
評価であり、Reflection は学習者の自己評価
を意味する。  
 
図１ PBL における教員と学習者の  
活動プロセス  
 
2016 年度前期の授業では、今回（後期授業）
のような課題を作成させた際に、どのように
構成するのか迷っていた学生が散見されたた
め、課題の設定にあたっては、事前にある程
度項目を限定し記述させた。記述させた項目
は以下になる。  
 
課題作成のために予め提示した記入項目  
z どのようなタイプのスポーツ（または遊
び）を基本と考えていますか？  
z 想定している対象者は誰ですか？  
z その対象者を想定した理由を記述してく
ださい。  
z 具体的な構成要素を考える  
z コンセプトを考えてみましょう。  
z ルールを考える（必須事項：何人で行う
のか？ 勝敗はどのように決められるの
か？ どのようなプレーができ、どのよ
うなプレーができないのか？等）  
z 人数  
z 基本的なプレー方法（例えばサッカーな
らば足でボールを操作しゴールを決める
といった内容）  
z 勝敗の決め方  
z 反則プレー（してはいけないプレーと罰
則）  
z フィールドの規格（空間的要素・幅、長
さ、ゴール型ならばゴールの形や大きさ
等、選手のポジショニング、審判のポジ
ショニングについても記入してください） 
 
また、課題の作成に当たっては、いきなり
ニュースポーツを開発するのではなく、まず
は既存の遊びを体験させ、その遊びの魅力を
さらに引き出すためには、あるいは別な魅力
を引き出すためには何が必要なのか、どのよ
うなプロモーションを実施すべきなのか等を
考えさせている。今回は、省スペースで実施
でき巧緻性が求められるカップスタックを用
いた。実際に体験させ、楽しさ難しさを実感
させた後にどのように改善すべきかを考えさ
せている。体験させる際には、3 グループに
分けてタイムを競わせている。  
この課題に関しては、以下に示したコメン
トが見られた。これらのコメントからは、協
働しながら新しい解を見つけることの難しさ
だけでなく、その活動に対する楽しさについ
ても感じ取っている様子が読み取れる。  
 
z 「実際にやりながらの商品のプロモーシ
ョンを考えるのが楽しかった。いろいろ
な宣伝方法があり、メリットとデメリッ
トがあってむずかしい」  
z 「楽しく商品名や遊び方を考えるという
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ことは、何通りもあり終わりがないので
いいと思った。みんなで考えればどれだ
けでもでてくるから」  
 
今までは受動的な学習スタイルが主流であ
った学生にとって、他の学習者と協働し能動
的に取り組まなければならなかった今回の学
習スタイルは、楽しさや面白さを感じさせる
新鮮なものであったことがわかる。こういっ
た準備期間によって、その後のニュースポー
ツ開発がスムーズに進んだと考えられる。  
提出された課題の内容を確認し、実施が可
能なアイデアをピックアップした（表 1）。今
回は、ラグビーとサッカーを組み合わせたニ
ュースポーツを採用した（写真 1）。他の学生
も、この 2 つのスポーツを組み合わせた企画
を提案していたため、その学生のアイデアや、
他の学生の流用可能なアイデアも加味する形
でプロトタイプ案を策定した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1 提出された課題用ワークシート  
90 分という授業時間内で体験から改善ま
でもっていくために、プロトタイプのルール
や試合の進め方を整理し、よりシンプルなも
のとした。また、細かなルールはあえて規定
せず、まずは実施し感じた問題点や改善点を
話し合わせた。  
 
   
図 2 今回実施したスポーツのフィールド  
 
基本的実施方法  
z ボールは楕円形のフラッグフットボール
用ボールを使用。  
z センターラインから A のラインまでは手
を使ってはいけないという制限を設けた。
A のラインからエンドゾーンにかけては
ボールを持って移動してもよい。  
z ボールを手で扱ってよいゾーンでは、腰
につけたフラッグを取った場合にターン
オーバーとなる。  
z ゴールポストは使用せず、エンドゾーン
内にボールを持ち込めば得点となる。  
z オフサイドはなし。  
z プレーフィールドは（体育館で実施のた
ボールを持ってプレーできる
（ラグビー・ゾーン）  
ボールを持ってプレーできない
（サッカー・ゾーン）  
ボールを持ってプレーできる
（ラグビー・ゾーン）  
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め）バスケットボールコートを使用（図 2）。 
プレーヤーにはサッカー部が数名いたが、
楕円のため通常のサッカーのようにボールコ
ントロールはできず、そのためスキルの差が
なくなり、サッカー部以外の学生と対等に近
いマッチアップとなった。  
最初のゲーム終了後に改善点はないかを話
し合いの機会を設けた。サッカー部の学生か
ら「ボールを丸くした方が面白くなる」とい
う提案があった。協議の末、ボールを丸く変
更して臨んだ次のゲームでは、スピード感の
あるゲームとなったが、明らかにサッカー経
験者のチームが有利となった。このプロセス
の中で、ボールが変更しただけでもゲームの
性質が変化することを、改めて実感している
様子であった。  
話し合い改善点を見つけるという一連のプ
ロセスは、こういった学習形態に馴染みのな
い学生にとってはそれ自体がストレスとなる
可能性が高い。   
しかし、以下に示したコメントからもわか
るように、計画・実践・改善という一連のプ
ロセスに楽しさや新鮮さを感じていたことが
わかる。  
 
z 「先輩が考えたサッカーラグビーをやっ
て実際にやりながら話し合って改善した
ことが楽しかったです。」  
z 「自分たちが実際に考えたりスポーツを
やってみることによって、改善点や良い
面などをはだで感じることができたので、
教室で頭を使って考えるだけの授業より
か、分かりやすかったので良いと思った」 
 
適応的熟達者の育成を目指す  
社会に出てからは、仲の良い者同士で仕事
することはめったにない。そりの合わない者
同士であっても、共通の目標に向かって協働
することが求められる。今回、スポーツ用品
論を履修した学生は、与えられた状況にうま
く対応するだけでなく、体験的な学習プロセ
スからプラスの感覚を得ていた。  
楠見は、「人が経験を通じて高いレベルのス
キルや知識を獲得することを、「熟達」という。
それは、豊かな実践知を備えることと同義で
ある。」と指摘している 2)。  
熟達は一般的に定型的熟達者、適応的熟達
者、創造的熟達者へと進んで行く。定型的熟
達者は、「定型的熟達者は慣れた型の問題を素
早く正確に解くことはできるが、新しい型の
問題を扱う能力はとくに高くない」。４ ）換言
すれば、どのような環境下でも寸分の狂いな
く製品を仕上げる旋盤職人やすし職人などは、
定型的熟達者の代表と言えるだろう。一方で、
1 つのスキルに秀でてはいるが、新しい課題
や問題を扱うスキルはそれほど高くはないと
される。  
スポーツ経営系の学部にとっても、ひとつ
の問題に素早く正確に対応する人材を育成す
る必要性は高い。一方で、背景でも触れたが、
スポーツの活用分野が多様化する中では、特
定のスキルに秀でただけでは、活躍できる範
囲が狭まってしまうこともまた確かである。  
適応的熟達者は、波多野らが提案した熟達
者の概念であり、自らが関連する分野で豊富
な知識や高いスキルを持っているだけでなく、
自らの環境が少々変換したとしても、その変
化に対応できる知識やスキルを有している熟
達者を指す４ ）。  
換言すれば、上達するための方法を理解し
ている、上達のためのコツを理解している
人々がそれに該当するだろう。このスキルは、
多様化する現代のスポーツ関連分野で活躍す
るためには、必要不可欠なものであると考え
られる。この点からも、スポーツ経営系の学
部が養成すべき人材は、ひとつの事に秀でる
ことも重要であるが、多様性に適応できる適
応的熟達者の考え方や体験を積んだ人材であ
ろう。  
最終段階の創造的熟達者は、「適応的熟達者  
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がさらに豊かな実践知を獲得することで、よ
り  創造的な判断や問題解決が可能になった
段階である…」（楠見、2014）。２ ）  
15 回という限られた授業回数で、スポーツ
用品に関する適応的熟達者の知識やスキルを
身につけることは不可能である。そのため実
際の授業では、企画するだけでなく実施から
問題点の抽出、そして改善に至る流れを体験
させるために、前述した様に製品（実施する
ニュースポーツ）の大枠を予め簡略化し、そ
の上で学生のアイデアを展開させる形式を取
った。  
個々のアイデアを否定せず、何らかの形で
できるだけプロトタイプに組み込むことによ
って、自らも課題に参加している意識が高ま
ることが期待できる。さらに、少しずつ形に
なっていくプロセスは、学生にとって新鮮に
映っていたことは、コメントや授業時の会話
などからも推察することができた。  
 
考察  
SCAT（ steps for coding and theorization）
用の Excel ファイルを用いて学生のコメント
を整理した（表 2）。そこから情報を段階的に
整理し、テーマ・構成概念をまとめ、それら
を基に以下に示した 4 項目のストーリーライ
ンを構築した。SCAT では、ストーリーライ
ンを「データに記述されている出来事に潜在
する意味や意義を、主に＜ 4＞に記述したテ
ーマを紡ぎ合わせて書き表したもの」５ ）と定
義している（＜4＞は Step4 を指す）。  
 
作成したストーリーライン  
z 考え、実践し、話し合いの中で改善する
という創造的学習プロセスの必要性を実
感していた。  
z 実際に体験することが、クオリティの向
上にプラスの影響を及ぼしていることを
実感していた。  
z 知識や経験の蓄積が、創造的学習の充実
につながると感じていた。  
z 感覚に頼った技能だけでなく、思考する
ことによってさらに技能が磨かれると感
じていた。  
 
それぞれのテキストの中の注目すべき語句
としては、「話し合って改善したことが楽しか
った」「以外に面白く考えられた」、「体験する
ことで理解度が高まり、良いと感じた」、「実
際に考えたりやってみることによって、改善
点や良い面などがはだで感じることができ
た」、「ただ考えておわりだと何も改善点はみ
つからないし、行う事にかちがあるとあらた
めて思いました」といったものを挙げること
ができる。これらのコメントは、実際に体験
することで何かを得ることができた、もしく
は良さを感じたといった内容につながってい
ると考えられる。  
また、「スポーツ用品を色んな視点で見るこ
とができた」や「今後役に立つ知識を得るこ
とができたと思えるような授業」というコメ
ントがあったが、これらは、スポーツ用品に
対する見方がより複眼的になったことを意味
していると推察できる。  
構成したストーリーラインから理論的記述
を試みた。ここでは、テキストのポイントと
なる部分を抽出したり、言い換えたりした要
素を再文脈化することを意味する。  
一方で、再文脈化されたものが、普遍性を
意味する訳ではない。しかし、「質的研究その
ものが、一般性や普遍性より、個別性や具体
性、また多様性に即して行う研究であるため
（大谷、2008）、それは  質的研究としてはか
えって意味のあることである。」５ ）という観
点を考慮し、本稿では理論的記述である再文
脈化を行った。  
 
結論  
今回のスポーツ用品論での実践的な課題へ
の取り組みは、「課題をテキスト化するだけに
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留まらせず、実施というプロセスに落とし込
むことで問題点を抽出し、さらに改善へとつ
なげていくことによって、スポーツ用品に対
する理解度アップにプラスの影響を与えてい
た」と結論付けることが可能であろう。  
加えて、「今回の取り組みが、一連の創造的
学習プロセスの重要性を認識させることにつ
ながるだけでなく、学生に対して充実感や楽
しさ感じさせる効果を発揮していた点」につ
いても言及できるだろう。  
計画・実施・改善へと進むプロセスは、
PDCA サイクルを展開するイメージであるが、
学生の取り組みから感じられたものは、むし
ろ何かを創造するプロセスを楽しんでいる様
子であった。その点は以下に示した 2 つのコ
メントからも推察できる。ストーリーライン
の作成や理論化の際に創造的学習プロセスと
いう言葉を用いたのはこの様な理由からであ
る。  
 
z 「最初はみんなで楽しく体をうごかすの
がめんどうくさいと思っていたが、やっ
たことのないスポーツをやり、楽しく授
業を行えた。みんなも協力的でもっとこ
ういう授業を選択すればよかった。」  
z 「自分達自身で、手軽に行うことのでき
るスポーツを考えてそのスポーツを全員
で実際に行ってみたり、話し合ったりす
ることは、他の授業とは違った、良い所
だと感じました。」  
 
今後の課題  
 学生のコメントの中には、今回の学習の意
義を十分に理解していない内容も見られた。
実際に開発したニュースポーツを実施するこ
との意義や効果を、今一度授業の中で理解し
てもらうよう働きかけていく必要がある。  
また授業参加人数も課題である。前期授業
では、履修者が 70 名を超えたため、きめ細
かな指導ができなかった。履修者が大人数に
なった場合の設定課題や授業の進め方につい
ても一考の必要がある。その点では、グルー
プで行う協調学習に対する習熟や、 ICT を活
用した事前事後学習の必要性は高いだろう。  
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武
田
健
人
用
具
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
な
ん
で
も
小
学
生
～
大
人
誰
れ
し
も
が
楽
し
くス
ポ
ー
ツ
を
や
る
権
利
が
あ
る
と
思
う
か
ら
。
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
、
時
間
は
10
～
15
分
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
ゴ
ー
ル
11
VS
11
（1
0～
15
分
ハ
ー
フ
）
ゾ
ー
ン
に
よ
っ
て
使
え
る
箇
所
が
変
わ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
。
手
を
使
え
る
ゾ
ー
ン
と
足
を
使
え
る
ゾ
ー
ン
が
別
れ
て
い
る
。
ゾ
ー
ン
の
行
き
来
は
自
由
。
多
くの
点
を
取
っ
た
方
が
勝
ち
。
相
手
を
削
っ
た
り
す
る
悪
質
な
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
用
。
ラ
イ
ン
を
引
く。
立
川
翔
悟
蹴
球
ゴ
ー
ル
型
小
学
生
と
お
年
寄
り
お
年
寄
り
は
も
う
け
っ
た
り
走
っ
た
り
は
厳
し
い
と
思
う
の
で
、
小
学
生
と
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
お
年
寄
り
に
も
小
学
生
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
子
ど
も
に
は
外
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
、
お
年
寄
り
に
は
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
元
気
に
な
る
よ
う
に
。
4人
こ
の
コ
ー
ン
の
中
で
足
を
ボ
ー
ル
操
作
し
、
パ
ス
を
回
す
。
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ト
の
外
に
出
し
た
ら
負
け
。
3本
勝
負
。
手
を
使
う
。
強
い
ボ
ー
ル
を
蹴
る
。
コ
ー
ト
は
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
程
の
広
さ
。
用
具
は
コ
ー
ン
4つ
。
ボ
ー
ル
1つ
。
ゼ
ッ
ケ
ン
4着
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
か
？
想
定
し
て
い
る
対
象
者
は
誰
で
す
か
？
そ
の
対
象
者
を
想
定
し
た
理
由
を
記
述
し
て
くだ
さ
い
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
人
数
基
本
的
な
プ
レ
ー
方
法
勝
敗
の
決
め
方
反
則
プ
レ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
規
格
そ
の
他
の
特
記
事
項
林
義
喜
競
争
の
ス
ポ
ー
ツ
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
と
ケ
ン
ケ
ン
パ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
の
で
誰
に
で
も
で
き
る
。
1チ
ー
ム
5人
構
成
○
…
ケ
ン
の
エ
リ
ア
の
人
に
は
ボ
ー
ル
が
あ
て
ら
れ
な
い
。
○
○
…
パ
ー
の
エ
リ
ア
の
人
は
あ
て
ら
れ
る
。
こ
の
2つ
の
マ
ス
に
は
、
5秒
入
れ
る
。
ケ
ン
の
人
が
片
足
立
ち
で
き
ず
両
足
を
着
い
た
ら
相
手
に
1ポ
イ
ン
ト
。
残
り
15
秒
で
ポ
イ
ン
ト
2倍
の
ボ
ー
ル
を
投
入
（1
回
し
か
使
え
な
い
、
入
れ
る
の
は
チ
ー
ム
に
任
せ
る
）
当
て
る
チ
ー
ム
は
パ
ス
を
回
し
な
が
ら
協
力
し
て
当
て
る
。
コ
ー
ト
か
ら
出
た
ボ
ー
ル
は
、
審
判
が
拾
う
。
2分
で
ど
れ
だ
け
当
て
る
の
か
ポ
イ
ン
ト
制
。
ね
ら
っ
て
い
い
の
は
体
だ
け
。
顔
や
頭
は
ね
ら
っ
て
は
い
け
な
い
。
近
い
マ
ス
で
の
往
復
は
し
て
は
い
け
な
い
。
バ
レ
ー
コ
ー
ト
の
半
分
の
大
き
さ
。
コ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
ケ
ン
の
丸
（○
）と
パ
ー
の
丸
（○
○
）を
置
く。
○
よ
り
○
○
の
方
を
多
くす
る
。
審
判
は
4人
●
必
要
な
物
…
ボ
ー
ル
と
丸
い
わ
っ
か
（フ
ラ
フ
ー
プ
み
た
い
な
物
）
ル
ー
ル
を
考
え
る
岳
川
大
輝
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
サ
ッ
カ
ー
小
学
生
高
学
年
～
中
学
生
ボ
ー
ル
が
だ
円
形
な
の
で
ど
こ
へ
い
くか
わ
か
ら
な
い
た
め
。
低
学
年
で
は
大
変
だ
と
思
っ
た
の
で
高
学
年
か
ら
に
し
ま
し
た
。
だ
円
形
で
ボ
ー
ル
が
ど
こ
に
飛
ん
で
い
くか
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
れ
を
追
い
か
け
の
も
た
の
し
い
と
思
っ
た
か
ら
。
6対
6（
キ
ー
パ
ー
1
人
、
他
5人
）
ゴ
ー
ル
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ゴ
ー
ル
の
よ
う
な
物
。
キ
ー
パ
ー
以
外
、
相
手
の
身
体
に
ふ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ゴ
ー
ル
手
前
3ｍ
か
ら
は
、
ボ
ー
ル
を
手
で
持
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
。
ポ
ー
ル
に
当
て
な
い
と
点
に
は
な
ら
な
い
。
1回
当
て
る
と
1点
。
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
上
の
ポ
ー
ル
に
あ
て
る
。
ゴ
ー
ル
3ｍ
手
前
以
前
で
は
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
は
い
け
な
い
。
暴
力
的
行
為
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
同
じ
、
ゴ
ー
ル
も
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
、
選
手
の
ポ
ジ
シ
ョン
は
関
係
な
く、
ひ
た
す
ら
相
手
ゴ
ー
ル
を
ね
ら
う
。
伊
藤
嶺
央
三
ツ
谷
佑
太
体
と
心
を
鍛
え
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
み
を
感
じ
る
こ
と
。
小
学
生
～
大
人
人
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
は
す
る
こ
と
だ
か
ら
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
（1
5×
30
ｍ
）
時
間
は
20
分
×
2
8V
S8
ド
リ
ブ
ル
は
ボ
ー
ル
を
つ
き
な
が
ら
シ
ュ
ー
ト
は
投
げ
ら
れ
た
ボ
ー
ル
、
こ
ぼ
れ
た
ボ
ー
ル
、
ヘ
デ
ィ
ン
グ
、
足
の
パ
ス
な
ど
。
N
oバ
ウ
ン
ド
の
ボ
ー
ル
に
ヘ
デ
ィ
ン
グ
、
キ
ッ
ク
で
決
め
る
。
サ
ッ
カ
ー
で
言
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
で
の
手
の
使
用
は
禁
止
。
そ
れ
以
外
の
パ
ス
の
つ
な
ぎ
方
な
ら
O
K。
出
し
て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
ス
ロ
ー
イ
ン
チ
ー
ム
が
使
っ
た
ボ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
得
点
の
多
い
方
が
勝
ち
。
ボ
ー
ル
を
つ
か
ず
そ
の
ま
ま
進
む
。
サ
ッ
カ
ー
で
言
う
、
（攻
撃
側
）ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
で
の
手
の
扱
い
は
禁
止
。
コ
ー
ン
か
マ
ー
カ
ー
（6
個
）、
少
年
用
ゴ
ー
ル
2
つ
。
表
1 
企
画
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
概
要
（
抜
粋
）
 
 
  
 
 
  
佐
々
木
悠
真
得
点
型
ゲ
ー
ム
（イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
変
化
さ
せ
た
も
の
）
幼
稚
園
児
～
高
齢
者
簡
単
で
お
ぼ
え
や
す
い
。
体
の
接
触
が
な
い
た
め
ケ
ガ
が
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
様
に
し
た
か
っ
た
か
ら
。
小
さ
な
子
～
高
齢
者
ま
で
理
解
し
や
す
よ
う
に
す
る
た
め
。
体
の
接
触
を
な
くし
ケ
ガ
な
くし
た
。
4人
（2
VS
2）
コ
ー
ト
に
得
点
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
決
め
る
。
2人
組
の
ペ
ア
を
組
み
、
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
パ
ス
す
る
側
に
分
か
れ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
羽
を
2回
パ
ス
を
し
て
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
は
3回
目
に
高
く
打
ち
上
げ
て
ポ
イ
ン
ト
の
場
所
に
落
と
す
。
そ
れ
が
得
点
に
な
る
。
対
戦
相
手
と
交
代
し
、
同
じ
様
に
す
る
。
全
員
、
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
が
終
わ
っ
た
時
の
ペ
ア
の
合
計
点
の
多
い
方
の
勝
ち
。
バ
レ
ー
の
ア
タ
ッ
ク
の
様
な
事
は
得
点
と
し
て
み
と
め
な
い
。
足
を
つ
か
わ
な
い
。
ア
タ
ッ
ク
す
る
時
は
ネ
ッ
ト
の
1ｍ
後
ろ
か
ら
。
学
生 A
 
学
生
 
D
 
学
生
 
E
 
学
生
 
G
 
学
生
 
I 
学
生
 
J 
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表
2 
SC
AT
(S
te
ps
 f
or
 C
od
in
g 
an
d 
Th
eo
ri
za
ti
on
)を
使
っ
た
質
的
デ
ー
タ
分
析
 
 
  
テ
ク
ス
ト
<1
>テ
ク
ス
ト
中
の
注
目
す
べ
き
語
句
<2
>テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
言
い
か
え
<3
>左
を
説
明
す
る
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
外
の
概
念
<4
>テ
ー
マ
・構
成
概
念
（前
後
や
全
体
の
文
脈
を
考
慮
し
て
）
<5
>疑
問
・課
題
先
輩
が
考
え
た
サ
ッ
カ
ー
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
実
際
に
や
り
な
が
ら
話
し
合
っ
て
改
善
し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
話
し
合
っ
て
改
善
し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
見
直
し
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
ん
だ
。
PD
C
A
サ
イ
ク
ル
を
楽
し
く体
験
で
き
た
体
験
に
よ
る
相
違
点
の
発
見
（原
因
）、
話
し
合
い
に
よ
る
共
通
点
の
探
索
（結
果
）、
新
し
い
計
画
の
立
案
（結
果
）
「創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」の
実
現
経
験
不
足
の
た
め
良
さ
が
強
く印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
体
を
動
か
す
こ
と
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
積
み
か
さ
ね
の
や
り
方
が
見
れ
て
良
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
積
み
か
さ
ね
の
や
り
方
が
見
れ
て
良
か
っ
た
他
者
の
ア
イ
デ
ア
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
観
察
す
る
こ
と
の
大
切
さ
の
発
見
（結
果
）
異
な
る
意
見
を
受
容
す
る
大
切
さ
異
な
る
意
見
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
に
つ
い
て
は
実
践
が
不
足
し
て
い
る
座
学
だ
け
で
な
く実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
の
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
の
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
行
動
し
思
考
す
る
こ
と
が
重
要
座
学
で
得
た
知
識
を
体
験
型
授
業
で
実
施
す
る
重
要
性
の
実
感
（結
果
）
座
学
と
体
験
型
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
実
際
に
や
っ
て
み
る
楽
し
さ
を
知
れ
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
楽
し
さ
企
画
・立
案
・実
施
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
企
画
か
ら
体
験
に
至
る
楽
し
さ
を
実
感
創
造
的
活
動
に
よ
る
楽
し
さ
の
拡
大
（影
響
）
創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
楽
し
さ
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
難
し
さ
を
ま
だ
感
じ
て
い
な
い
。
自
分
で
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
意
外
と
お
も
し
ろ
く
考
え
ら
れ
た
。
意
外
に
お
も
し
ろ
く考
え
ら
れ
た
想
定
外
の
気
づ
き
考
え
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
発
見
と
の
出
会
い
（結
果
）
既
存
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
必
要
性
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
は
高
校
の
時
の
体
育
で
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
楽
し
か
っ
た
過
去
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
た
過
去
の
楽
し
い
体
験
を
連
想
し
た
（影
響
）
過
去
の
体
験
の
想
起
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
行
っ
た
運
動
に
対
す
る
感
想
に
終
始
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
用
具
に
関
し
て
で
あ
っ
た
り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
ウ
ォ
ン
ツ
に
関
す
る
も
の
を
学
ん
で
少
し
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画
な
ど
を
考
え
た
り
、
実
際
に
実
施
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
良
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
。
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画
な
ど
を
考
え
た
り
、
実
際
に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
が
良
か
っ
た
体
験
授
業
の
効
果
を
実
感
創
造
的
な
活
動
（原
因
）が
、
従
事
す
る
者
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
（結
果
）
「創
造
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
」の
有
効
性
自
分
は
教
室
で
授
業
を
う
け
る
よ
り
も
体
を
動
か
し
て
授
業
を
や
る
方
が
好
き
な
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
体
を
動
か
し
て
授
業
を
や
る
方
が
好
き
身
体
活
動
を
伴
う
内
容
が
あ
り
安
心
し
た
体
験
型
授
業
の
良
い
点
を
実
感
（結
果
）
身
体
動
作
を
伴
う
学
習
の
良
さ
を
体
感
楽
し
さ
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
授
業
本
来
の
目
的
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
色
ん
な
視
点
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
我
々
が
使
用
し
て
い
る
用
具
も
開
発
者
の
お
か
げ
で
使
用
で
き
て
い
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
色
ん
な
視
点
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
に
対
す
る
と
ら
え
方
の
拡
大
に
つ
な
が
る
（影
響
）
多
角
的
視
点
か
ら
の
学
習
が
関
わ
り
方
の
幅
を
広
げ
る
発
話
者
DDA B B C CA A
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実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
度
が
高
ま
り
、
良
い
と
感
じ
た
。
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
度
が
高
ま
り
実
施
に
よ
る
理
解
度
向
上
を
プ
ラ
ス
に
感
じ
る
体
験
が
理
解
度
向
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（影
響
）
体
験
的
授
業
が
内
容
が
理
解
度
ア
ッ
プ
の
可
能
性
高
め
る
内
容
は
難
し
く、
全
部
を
理
解
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
断
片
的
に
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
生
徒
が
聞
い
て
い
る
だ
け
で
な
くプ
リ
ン
ト
に
記
入
形
式
は
や
り
や
す
か
っ
た
。
た
だ
生
徒
が
聞
い
て
い
る
だ
け
で
な
くプ
リ
ン
ト
に
記
入
形
式
は
や
り
や
す
か
っ
た
穴
埋
め
形
式
の
学
習
方
法
は
理
解
し
易
か
っ
た
記
述
ポ
イ
ン
ト
の
明
確
さ
が
（原
因
）、
理
解
力
向
上
に
つ
な
が
る
（結
果
）
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
学
習
が
理
解
度
を
高
め
る
自
分
た
ち
が
実
際
に
考
え
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
善
点
や
良
い
面
な
ど
が
は
だ
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
教
室
で
頭
を
使
っ
て
考
え
る
だ
け
の
授
業
よ
り
か
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
良
い
と
思
っ
た
。
実
際
に
考
え
た
り
や
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
善
点
や
良
い
面
な
ど
が
は
だ
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
体
験
に
よ
り
改
善
点
が
明
確
に
な
っ
た
体
験
型
授
業
の
良
さ
を
実
感
し
た
（結
果
）
従
来
の
学
習
と
比
較
し
て
、
「創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」の
良
さ
を
実
感
自
分
達
自
身
で
、
手
軽
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
て
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
全
員
で
実
際
に
行
っ
て
み
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
他
の
授
業
と
は
違
っ
た
、
良
い
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
や
、
海
外
で
人
気
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
て
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
全
員
で
実
際
に
行
っ
て
み
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
他
の
授
業
と
は
違
っ
た
、
良
い
所
創
造
的
活
動
と
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
創
造
的
と
協
働
・実
践
を
体
感
（原
因
）、
他
の
授
業
と
の
違
い
を
感
じ
る
（結
果
）
従
来
の
学
習
と
「創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」の
違
い
を
実
感
考
え
た
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
い
う
の
は
と
て
も
い
い
と
思
っ
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
い
う
の
は
い
い
と
思
っ
た
自
ら
計
画
し
た
ス
ポ
ー
ツ
実
施
の
良
さ
を
体
感
考
え
る
授
業
の
良
さ
を
体
感
し
た
（結
果
）
有
意
義
な
「創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
」を
実
感
具
体
的
な
記
述
が
不
足
し
て
い
る
座
学
だ
け
で
は
な
く、
体
験
系
の
講
義
が
多
か
っ
た
の
で
楽
し
く気
軽
に
受
講
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。
た
だ
考
え
て
お
わ
り
だ
と
何
も
改
善
点
は
み
つ
か
ら
な
い
し
、
行
う
事
に
か
ち
が
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。
た
だ
考
え
て
お
わ
り
だ
と
何
も
改
善
点
は
み
つ
か
ら
な
い
し
、
行
う
事
に
か
ち
が
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
考
え
る
だ
け
か
ら
の
脱
却
（原
因
）で
、
改
善
点
が
見
つ
け
ら
れ
る
（結
果
）
「体
験
的
価
値
」の
享
受
最
初
は
み
ん
な
で
楽
し
く体
を
う
ご
か
す
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
、
楽
し
く授
業
を
行
え
た
。
み
ん
な
も
協
力
的
で
も
っ
と
こ
う
い
う
授
業
を
選
択
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
も
っ
と
こ
う
い
う
授
業
を
選
択
す
れ
ば
よ
か
っ
た
想
像
と
は
違
い
楽
し
さ
を
感
じ
た
体
験
型
授
業
の
必
要
性
を
体
感
で
き
る
（結
果
）
「創
造
的
学
習
内
容
」を
含
む
授
業
の
必
要
性
を
実
感
月
曜
日
の
1限
と
い
う
こ
と
で
寝
た
い
と
き
も
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
裏
の
話
と
か
聞
く
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く楽
し
か
っ
た
。
今
後
役
に
立
つ
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
で
し
た
。
今
後
役
に
立
つ
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
卒
業
後
に
活
か
さ
れ
る
知
識
の
習
得
が
出
来
た
社
会
で
活
用
で
き
る
知
識
の
習
得
が
可
能
と
な
る
（結
果
）
「活
用
度
の
高
い
知
識
の
学
び
」
の
実
現
具
体
的
な
記
述
が
不
足
し
て
い
る
と
て
も
楽
し
くで
き
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
事
に
よ
り
、
よ
り
良
い
案
が
出
る
事
が
理
解
す
る
事
が
で
き
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
事
に
よ
り
、
よ
り
良
い
案
が
出
る
体
験
の
利
点
を
体
感
し
た
実
際
に
行
う
こ
と
で
（原
因
）、
品
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
（結
果
）
体
験
に
よ
る
「創
造
的
な
活
動
」の
完
成
度
ア
ッ
プ
と
て
も
理
解
し
や
す
い
内
容
で
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
作
る
の
が
、
と
て
つ
も
な
い
量
の
考
え
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
も
理
解
す
る
事
が
で
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
作
る
の
が
、
と
て
つ
も
な
い
量
の
考
え
を
持
た
な
くて
は
な
ら
な
い
事
も
理
解
す
る
事
が
で
き
た
事
例
＋
体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
創
造
に
は
必
要
広
範
囲
の
知
識
が
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
は
必
要
（影
響
）
知
識
や
体
験
の
蓄
積
に
よ
る
「創
造
的
活
動
」の
充
実
ど
の
よ
う
な
内
容
が
理
解
に
つ
な
が
っ
た
の
が
不
明
確
で
あ
る
FEE IIHHGGF
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と
て
も
た
の
し
く学
ぶ
事
が
で
き
た
。
手
だ
け
か
と
思
っ
た
が
、
頭
を
使
う
事
が
理
解
す
る
事
が
で
き
た
。
そ
の
人
に
対
す
る
商
品
を
考
え
る
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
手
だ
け
か
と
思
っ
た
が
、
頭
を
使
う
事
が
理
解
す
る
事
が
で
き
た
思
考
の
重
要
性
の
認
識
思
考
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
向
上
は
関
係
性
が
あ
る
（結
果
）
「思
考
」に
よ
る
「ク
ォ
リ
テ
ィ
」の
高
度
化
I
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
（現
時
点
で
言
え
る
こ
と
）
さ
ら
に
追
究
す
べ
き
点
・
課
題理
論
記
述
考
え
、
実
践
し
、
話
し
合
い
の
中
で
改
善
す
る
と
い
う
創
造
的
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
た
。
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
、
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。
知
識
や
経
験
の
蓄
積
が
、
創
造
的
学
習
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
た
。
感
覚
に
頼
っ
た
技
能
だ
け
で
な
く、
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
技
能
が
磨
か
れ
る
と
感
じ
て
い
た
。
課
題
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
せ
ず
、
実
施
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
問
題
点
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
改
善
へ
と
つ
な
げ
て
い
くこ
と
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
用
品
に
対
す
る
理
解
度
が
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
で
な
く、
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
加
え
て
、
授
業
そ
の
も
の
に
充
実
感
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
今
回
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
的
要
素
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
次
回
以
降
は
有
形
財
の
構
築
と
い
う
課
題
に
対
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
系
学
部
の
学
生
が
積
極
的
に
取
り
組
む
の
か
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
あ
理
解
度
ア
ッ
プ
や
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
意
識
が
曖
昧
で
あ
る
点
が
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
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